
は

じ

め

に

鈴
木
三
重
吉
『
古
事
記
物
語
』
は
大
正
時
代
に
発
行
さ
れ
て
以
来
、
現
在
で
も
子
ど
も
向
け
に

優
し
く
書
か
れ
た
古
事
記
と
し
て
著
名
な
作
品
で
あ
ろ
う
。
最
新
の
発
行
は
角
川
春
樹
事
務
所
か

�

ら
ハ
ル
キ
文
庫
本
と
し
て
二
〇
二
二
年
九
月
十
八
日
発
売
で
あ
る
。
裏
表
紙
に
は
「
日
本
で
い
ち

ば
ん
古
い
歴
史
書
と
い
わ
れ
る
『
古
事
記
』
を
、
童
話
作
家
・
鈴
木
三
重
吉
が
物
語
仕
立
て
に
し

�

ま
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
電
子
書
籍
版
の
商
品
説
明
で
は
「
日
本
を
代
表
す
る
児
童
文
学
者

・
鈴
木
三
重
吉
が
描
く
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
傑
作
」（「M

A
R
C

」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
）
等
と
謳
わ

れ
て
い
る
。
鈴
木
三
重
吉
に
よ
る
�
現
代
語
訳
�
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
『
古
事
記
物�

語�

』
と

さ
れ
た
の
は
、
三
重
吉
に
よ
る
�
再
話
�
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
再

話
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、『
古
事
記
』
と
最
初
の
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
連
載
版
、
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

『
古
事
記
物
語
』、
さ
ら
に
『
少
年
文
学
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
比
較
し
、
三
重
吉
の
編
集
態

度
を
確
認
し
て
ゆ
く
。
刊
行
す
る
際
に
必
ず
校
正
の
手
を
入
れ
た
三
重
吉
は
、
原
話
で
あ
る
『
古

事
記
』
を
ど
の
よ
う
に
『
古
事
記
物
語
』
へ
と
再
話
し
た
の
か
。
三
重
吉
が
『
古
事
記
』
を
�
芸

術
作
品
�
化
し
て
い
っ
た
過
程
を
検
証
す
る
。

一
『
古
事
記
物
語
』
と
そ
の
評
価

『
古
事
記
物
語
』
の
初
版
単
行
本
は
、「
赤
い
鳥
の
本
」
第
一
冊
、
第
二
冊
と
し
て
、
大
正
九

（
一
九
二
〇
）
年
十
一
月
と
十
二
月
に
発
行
さ
れ
た
上
下
巻
本
で
あ
る
。
作
品
は
最
初
、
雑
誌

『
赤
い
鳥
』
に
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
七
月
か
ら
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
九
月
に
か
け
て
長

期
連
載
さ
れ
た
。
雑
誌
版
で
は
ま
だ
「
古
事
記
物
語
」
の
名
で
は
な
く
、
連
載
各
回
の
タ
イ
ト
ル

下
に
「
歴
史
童
話
」（
目
次
）
や
「
日
本
歴
史
物
語
」（
本
文
）
と
付
け
ら
れ
て
い
た
。
単
行
本
化

�

の
際
に
三
重
吉
自
身
が
校
正
し
、
新
た
に
三
話
を
追
加
し
て
全
十
九
話
の
上
下
巻
に
纏
め
た
。
約

百
年
前
の
発
行
以
来
、
現
在
も
な
お
刊
行
さ
れ
続
け
て
お
り
、
読
み
や
す
い
『
古
事
記
』、
ま
た

は
口
語
訳
代
わ
り
と
し
て
児
童
に
も
大
人
に
も
広
範
囲
に
受
容
さ
れ
た
作
品
と
い
え
よ
う
。

『
古
事
記
物
語
』
は
、
児
童
文
学
研
究
者
ら
か
ら
は
次
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

�

・「
彼
の
全
童
話
の
頂
点
に
位
置
す
る
代
表
作
」
恩
田
逸
夫

・「
こ
の
神
話
の
訳
（
む
し
ろ
再
話
）
は
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
三
重
吉
の
最
も
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
」

�

瀬
田
貞
二

�

・「
五
十
数
年
後
の
今
日
で
も
な
お
、
最
も
代
表
的
な
子
供
向
き
の
古
事
記
の
再
話
」
桑
原
三
郎

こ
の
よ
う
に
、
お
お
む
ね
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
さ
ら
に
、
評
論
家
・
森
秀
人
は
「
古
事
記

の
要
約
と
い
う
単
純
な
作
業
で
は
な
く
、
文
学
と
し
て
の
古
事
記
を
、
少
年
の
た
め
に
モ
ン
タ
ー

�

ジ
ュ
し
た
こ
の
作
品
は
、
じ
つ
に
見
事
な
完
成
度
を
示
し
て
い
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
子
供
向
き
の
古
事
記
の
再
話
」
作
品
と
し
て
か
な
り
高
い
評
価
は
な
さ
れ

『
古
事
記
』
か
ら
『
古
事
記
物
語
』
へ

│
│
鈴
木
三
重
吉
の
�
芸
術
作
品
�
化
│
│

田

中

千

晶

（１）



て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
典
の
『
古
事
記
』
か
ら
三
重
吉
が
ど
の
よ
う
に
再
話
し
た
の
か
、

脚
色
や
変
更
に
関
す
る
具
体
的
な
言
及
は
ほ
ぼ
無
い
、
と
い
え
る
。
前
述
の
恩
田
論
文
に
『
古
事

記
』
と
の
比
較
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

二

先
行
研
究
の
検
証

『
古
事
記
物
語
』
を
三
重
吉
の
童
話
の
中
で
最
高
傑
作
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
恩
田
逸
夫
の

�論
に
つ
い
て
検
証
す
る
。『
古
事
記
』
原
典
と
比
較
す
る
に
あ
た
り
、
恩
田
は
以
下
に
示
す
よ
う

に
三
重
吉
の
二
つ
の
作
品
を
用
い
て
い
る
。

表
現
上
の
苦
心
の
具
体
例
と
し
て
、
最
初
に
書
い
た
「
海
の
お
宮
」
と
、
こ
れ
に
手
を
入
れ

た
「
満
潮
の
玉
、
干
潮
の
玉
」
と
、
さ
ら
に
原
典
と
を
な
ら
べ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。（
前

者
は
前
掲
の
春
陽
堂
第
１２
版
、
後
者
は
改
造
社
本
、
原
典
は
岩
波
書
店
、
日
本
古
典
文
学
大

系
の
『
古
事
記
祝
詞
』
昭
３６
・
６
に
よ
る
）

検
証
に
入
る
前
に
、
こ
の
比
較
箇
所
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。
該
当
箇
所
は
い
わ
ゆ
る
「
海

幸
彦
と
山
幸
彦
」
の
部
分
で
あ
る
。
三
重
吉
が
『
古
事
記
』
を
題
材
に
初
め
て
再
話
と
し
て
採
り

上
げ
た
の
は
、
実
は
こ
の
部
分
だ
け
で
あ
っ
た
。
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
十
月
発
行
の
世
界
童

話
集
第
五
編
『
海
の
お
宮
』（
春
陽
堂
）
に
収
め
ら
れ
た
「
海
の
お
宮
」
で
あ
る
。
こ
の
『
海
の

お
宮
』
序
文
に
は

こ
の
一
冊
の
お
話
は
、
一
ば
ん
は
じ
め
の
「
海
の
お
宮
」
は
「
古
事
記
」
と
い
ふ
本
の
中
か

ら
選
ん
だ
日
本
の
古
い
お
話

と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
月
発
行
の
第
十
二
版
「
前
が
き
」
で
は

一
ば
ん
は
じ
め
の
「
海
の
お
宮
」
は
、
日
本
の
昔
の
お
話

�

と
変
え
ら
れ
て
お
り
、『
古
事
記
』
か
ら
選
ん
だ
こ
と
が
省
か
れ
た
。
恩
田
は
こ
の
後
者
（
第
十

二
版
）
の
「
海
の
お
宮
」
と
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
三
月
発
行
の
改
造
社
版
「
古
事
記
物

語
」
の
該
当
箇
所
で
あ
る
「
満
潮
の
玉
、
干
潮
の
玉
」、
こ
れ
ら
と
『
古
事
記
』
の
書
き
下
し
文

と
を
比
較
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
冗
長
に
な
る
が
、
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
。

Ａ
⑴
「
…
…
そ
の
代
り
に
は
、
私
の
弓
と
矢
を
貸
し
て
上
げ
ま
す
か
ら
。」
と
言
っ
て
、
い

く
ど
も
�
�
お
た
の
み
に
な
り
ま
し
た
。
お
兄
さ
ま
は
そ
の
た
ん
び
に
、
厭
だ
と
言
っ

て
（
海
）

⑵
お
兄
さ
ま
は
、
弟
さ
ま
が
さ
う
言
っ
て
三�

度�

も
お
頼
み
に
な
っ
て
も
（
満
）

⑶
「
各
佐
知
を
相
易
へ
て
用
ゐ
む
。」
と
謂
ひ
て
、
三�

度�

乞
ひ
た
ま
へ
ど
も
許
さ
ざ
り
き
。

（
原
）

Ｂ
⑴
毎
日
い
く
ら
骨
を
お
折
り
に
な
っ
て
も
、
一
匹
も
釣
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
う
ち

に
、
と
う
�
�
魚�

に�

釣�

針�

を�

取�

っ�

て�

行�

か�

れ�

て�

お
し
ま
ひ
に
な
り
ま
し
た
。（
海
）

⑵
い
く
ら
お
あ
せ
り
に
な
っ
て
も
一
尾
も
お
釣
れ
に
な
れ
な
い
ば
か
り
か
、
し
ま
ひ
に
は

釣
針
を
海
の
中
へ
失
く
し
て
お
し
ま
ひ
に
な
り
ま
し
た
。（
満
）

⑶
火
遠
理
命
、
海
佐
知
を
以
ち
て
魚
釣
ら
す
に
、
都
て
一
つ
の
魚
も
得
た
ま
は
ず
、
亦
其

の
鈎
を
海
に
失
ひ
た
ま
ひ
き
。（
原
）

Ｃ
⑴
お
兄
さ
ま
の
命
は
も
う
釣
道
具
を
か
へ
し
て
く
れ
、
そ
れ
か
ら
猟
の
道
具
は
こ
の
ま
ゝ

私�

に�

お�

く�

れ�

と�

欲�

ば�

っ�

た�

こ�

と�

を�

お
言
ひ
に
な
り
ま
し
た
（
海
）

⑵
弟
さ
ま
に
向
っ
て
、「
私
の
釣
道
具
を
返
し
て
く
れ
、
海
の
猟
も
山
の
猟
も
、
お
互
に

馴
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
駄
目
だ
。
さ
あ
こ
の
弓
矢
を
か
へ
さ
う
。」
と
仰
い
ま
し
た
。

（
満
）

⑶
其
の
鈎
を
乞
ひ
て
日
ひ
し
く
。
山
佐
知
も
、
己
が
佐
知
佐
知
、
海
佐
知
も
、
己
が
佐
知

佐
知
。
今
は
各
佐
知
返
さ
む
。」
と
謂
ひ
し
時
に
（
原
）

こ
れ
ら
の
引
用
に
よ
れ
ば
Ａ
の
例
で
、
弟
が
道
具
の
交
換
を
言
い
出
す
の
が
「
三
度
」
で

あ
る
こ
と
や
、
Ｃ
で
、
め
い
め
い
の
道
具
を
も
と
に
戻
そ
う
と
す
る
兄
の
こ
と
ば
な
ど
、
い

ず
れ
も
⑵
の
改
稿
の
方
が
原
文
に
忠
実
な
口
語
訳
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
⑴
の
初
稿
で
、
魚

甲南女子大学研究紀要Ⅰ 第 59号（2023年 3月） （２）



に
釣
針
を
取
ら
れ
る
こ
と
（
Ｂ
）
や
、
猟
の
道
具
を
こ
の
ま
ま
私
に
く
れ
と
欲
ば
る
こ
と

（
Ｃ
）
は
原
文
に
は
見
当
ら
な
い
。
前
者
は
、
原
典
で
後
の
方
に
、
失
わ
れ
た
針
を
探
す
と

鯛
が
の
み
こ
ん
で
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
同
調
し
て
つ
け
加
え
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
兄
を
欲
ば
り
者
と
し
て
い
る
の
は
、
ど
う
し
て
も
自
分
の
も
と
の
ま
ま
の

釣
針
を
返
せ
と
い
う
要
求
を
し
た
だ
け
で
（
も
と
も
と
自
分
の
方
は
決
し
て
道
具
の
交
換
を

マ
マ

望
ま
な
か
っ
た
の
に
）
満
珠
千
珠
で
苦
し
め
ら
れ
る
の
で
は
、
理
由
が
薄
弱
な
た
め
に
、
話

の
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
て
説
明
的
に
つ
け
加
え
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
初
稿
で
は

児
童
の
理
解
の
た
め
の
配
慮
か
ら
か
、
原
文
に
手
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
改

稿
の
方
が
原
文
に
忠
実
で
し
か
も
洗
練
さ
れ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。（
引
用

文
の
傍
点
、
恩
田
）

⑴
が
「
海
の
お
宮
」、
⑵
が
『
古
事
記
物
語
』、
⑶
が
原
典
の
『
古
事
記
』
で
あ
る
。「
表
現
上

の
苦
心
」
と
い
う
観
点
か
ら
三
者
を
比
較
し
、
最
初
の
「
海
の
お
宮
」
で
は
「
児
童
の
理
解
の
た

め
の
配
慮
か
ら
か
」『
古
事
記
』
原
文
に
手
を
加
え
た
が
、「
改
稿
」
の
『
古
事
記
物
語
』
の
方
が

『
古
事
記
』
に
忠
実
で
あ
り
、
し
か
も
洗
練
さ
れ
て
い
る
、
と
の
結
果
を
導
い
て
い
る
。
Ａ
〜
Ｃ

以
外
の
箇
所
で
も
「
海
の
お
宮
」
よ
り
も
『
古
事
記
物
語
』
の
方
が
『
古
事
記
』
原
文
に
近
く
、

首
肯
で
き
る
説
で
あ
る
。

た
だ
し
、
問
題
点
が
二
点
あ
る
。
ま
ず
、
恩
田
は
「
海
の
お
宮
」
に
最
も
執
筆
が
近
い
（
約
二

年
後
の
）
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
版
と
比
較
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
初
版
の
単
行
本
と
も
比
較
し
て
い

な
い
。

次
に
、『
古
事
記
』
の
比
較
対
象
と
し
て
適
切
と
い
え
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。「
海
の
お

宮
」
は
「
日
本
の
昔
の
お
話
」
で
あ
る
。
一
方
の
『
古
事
記
物
語
』
は
「
出
来
る
だ
け
『
古
事

記
』
の
記
述
を
そ
の
ま
ゝ
追
從
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
」（『
古
事
記
物
語
』
上
巻
序
）
と
い
う
姿

勢
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
海
の
お
宮
」
と
『
古
事
記
物
語
』
は
、
昔
話
の
紹
介
と
『
古
事
記
』
そ

の
ま
ま
、
と
い
う
ほ
ど
の
差
異
が
あ
り
、
再
話
の
方
法
、
方
向
性
が
元
々
異
な
る
と
い
え
る
。

「
海
の
お
宮
」
は
あ
く
ま
で
も
世
界
童
話
集
の
一
編
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
『
古
事
記
』
と
、
比
較
す
る
『
古
事
記
物
語
』
の
確
認

比
較
す
べ
き
は
、『
古
事
記
』
と
三
重
吉
の
『
古
事
記
物
語
』
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
古
事
記
物

語
』
で
は
、
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
連
載
版
と
単
行
本
、
さ
ら
に
『
少
年
文
学
集
』
所
収
版
と
の
比
較

検
討
が
必
要
で
あ
る
。『
古
事
記
』
を
三
重
吉
自
身
の
「
藝
術
的
作
品
と
し
て
」（『
古
事
記
物
語
』

上
巻
序
）
再
話
し
た
過
程
に
迫
る
た
め
で
あ
る
。

「
三
重
吉
に
は
『
執
拗
な
ま
で
の
推
敲
癖
』
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。
ま
た
、「
自
分
の
文
章
を
い

つ
ま
で
も
推
敲
し
て
倦
む
事
を
知
ら
な
か
っ
た
」「
三
重
吉
は
、
そ
れ
が
新
聞
も
し
く
は
雑
誌
に

載
る
と
、
ま
た
必
ず
そ
れ
に
筆
を
入
れ
る
。
纏
め
て
単
行
本
に
す
る
時
に
も
、
ま
た
訂
正
す
る
。

更
に
そ
れ
が
別
な
形
で
単
行
さ
れ
る
時
に
も
、
更
に
朱
を
加
へ
る
。
三
度
で
も
四
度
で
も
、
絶
え

ず
自
分
の
表
現
に
磨
き
を
か
け
る
事
を
懈
ら
な
か
つ
た
」
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
雑
誌
『
赤
い

鳥
』
版
か
ら
単
行
本
へ
、
単
行
本
か
ら
次
の
『
少
年
文
学
集
』
所
収
版
へ
と
、
校
正
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
三
重
吉
の
�
校
正
癖
�
か
ら
も
検
証
す
れ
ば
、
恩
田
の
い
う
「
表
現
上
の
苦

心
」
の
跡
が
よ
り
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
三
重
吉
が
執
筆
す
る
に
当
た
っ
て
参
照
し
た
『
古
事
記
』
を
確
認
し
て
お
く
。
三
重

吉
は
、
渋
川
玄
耳
『
三
體
古
事
記
』（
有
楽
社

一
九
一
一
年
三
月
）
の
「
俗
語
」（
現
代
語
訳
）

部
分
を
参
照
し
た
と
推
断
さ
れ
る
。
原
文
、
古
訓
（
書
き
下
し
文
）、
俗
語
の
三
体
に
分
け
て
記

さ
れ
た
書
籍
（
図
１
）
で
あ
る
。
こ
の
『
三
體
古
事
記
』
俗
語
訳
は
、
渋
川
玄
耳
の
「
序
」
に
よ

れ
ば
「
現
代
の
通
用
語
を
以
て
對
訳
を
試
み
、
普
通
教
育
程
度
の
者
を
し
て
此
神
典
を
讀
む
こ
と

を
得
さ
せ
よ
う
と
企
て
た
」
も
の
で
あ
り
「
又
、
少
年
の
閲
讀
す
べ
き
場
合
を
慮
つ
て
、
俗
語
譯

に
限
つ
て
省
略
・
變
更
を
加
へ
た
個
處
も
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
児
童
も
読
者
と
し
て
想

定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
重
吉
の
再
話
方
法
を
探
る
に
は
、
こ
の
『
三
體
古
事
記
』
俗
語
訳
か
ら
の
共
通
点
や
相
違
点

も
確
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
三
體
古
事
記
』
↓
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
版
↓
単
行
本
↓
『
少
年
文
学

集
』
所
収
版
と
見
て
ゆ
く
こ
と
で
、『
古
事
記
物
語
』
の
�
成
長
�
過
程
が
明
ら
か
と
な
り
、
三

重
吉
が
ど
の
よ
う
な
点
に
こ
だ
わ
っ
て
校
正
を
重
ね
た
の
か
、
具
体
的
な
再
話
方
法
を
知
る
手
が

か
り
と
な
る
。
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四
『
三
體
古
事
記
』
か
ら
『
古
事
記
物
語
』
へ

三
重
吉
は
『
古
事
記
物
語
』
の
「
序
」
に
「『
古
事
記
』
の
中
の
お
話
は
す
つ
か
り
再
話
し
盡

さ
れ
」「
ゆ
る
い
意
味
で
『
古
事
記
』
そ
の
も
の
ゝ
口
語
譯
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
も
、
お
互
に
差

し
つ
か
へ
は
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
筆
者
が
全
文
を
検
証
し
た
結
果
、『
古
事
記
』

原
典
と
比
較
し
た
場
合
の
目
立
っ
た
相
違
点
と
し
て
、
主
に
次
の
六
点
が
得
ら
れ
た
。

①
削
除
や
省
略
箇
所
が
多
い

②
擬
音
語
、
擬
態
語
、
繰
り
返
し
語
の
多
用

③
歌
謡
の
削
除
・
省
略

④
説
明
的
な
文
章
や
、
人
物
（
神
）
の
性
格
、
心
情
な
ど
を
追
加
・
挿
入

⑤
語
句
の
言
い
換
え

⑥
話
の
中
で
の
順
序
（
流
れ
）
変
更
、
ま
と
ま
っ
た
話
題
の
順
序
変
更

こ
こ
で
は
以
上
を
『
古
事
記
』
と
の
相
違
点
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
三
體
古

事
記
』
と
各
『
古
事
記
物
語
』
を
比
較
し
て
ゆ
く
。
比
較
箇
所
と
し
て
、
次
の
四
箇
所
を
中
心
に

行
う
。
選
択
し
た
理
由
も
記
し
て
お
く
。【
表
一
〜
四
】

一
、
冒
頭
部
…
…
神
名
の
削
除
及
び
数
え
間
違
い
が
表
れ
て
い
る
た
め
。

二
、
大
国
主
命
の
根
の
堅
州
国
訪
問
…
…
『
赤
い
鳥
』
雑
誌
版
か
ら
単
行
本
へ
の
変
更
点
が
多
い

た
め
。

三
、
海
幸
彦
と
山
幸
彦
…
…
前
述
の
恩
田
論
文
の
再
検
討
の
た
め
。

四
、
軽
太
子
の
段
…
…
児
童
へ
の
�
配
慮
�
が
顕
著
な
箇
所
で
あ
る
た
め
。

こ
れ
ら
四
箇
所
を
中
心
に
、
六
つ
の
相
違
点
を
見
て
ゆ
く
。
適
宜
、
他
の
箇
所
も
比
較
し
用
例

を
挙
げ
る
。

①
削
除
や
省
略
箇
所
が
多
い

・
冒
頭
部
、
神
々
の
名
前
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
比
較
箇
所
の
他
に
も
�
登
場
人
物
�
と
し
て
主

要
な
神
や
天
皇
、
大
臣
な
ど
以
外
は
、
雑
誌
に
掲
載
す
る
際
に
ほ
ぼ
削
除
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

冒
頭
部
は
雑
誌
版
で
「
高
皇
産
靈
の
神
、
神
産
靈
の
神
」
を
削
除
し
た
も
の
の
単
行
本
で
復
活
さ

せ
た
の
は
、
後
の
話
で
「
高
皇
産
靈
の
神
」
と
「
神
産
靈
の
神
」
が
登
場
す
る
の
で
、
こ
こ
で
生

ま
れ
た
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
ろ
う
。

・
神
々
の
系
譜
、
地
名
縁
起
譚
な
ど
も
削
除
。

・
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
神
の
結
婚
場
面
を
は
じ
め
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
ヤ
ガ
ミ
ヒ
メ
と
の
結

婚
、
子
ど
も
が
い
た
こ
と
も
削
除
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
ミ
ヤ
ズ
ヒ
メ
と
の
結
婚
も
削
除
。
③
と
関

わ
る
が
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
ヌ
ナ
カ
ワ
ヒ
メ
、
ス
セ
リ
ビ
メ
の
歌
物
語
の
箇
所
（
結
婚
、
嫉
妬
な

図 1 渋川玄耳『三體古事記』 右上が原文、右下が訓読文（古訓古事記）、左が俗語
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ど
）
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。

②
擬
音
語
、
擬
態
語
、
繰
り
返
し
語
の
多
用

・
三
重
吉
が
新
た
に
加
え
た
も
の
が
多
い
。

・『
三
體
古
事
記
』
と
同
様
の
も
の
が
あ
る
。
冒
頭
の
「
と
ろ
り
」「
ふ
わ
り
�
�
」、
海
幸
彦
と

山
幸
彦
の
「
と
う
�
�
」
な
ど
。
他
に
イ
ザ
ナ
ギ
の
黄
泉
国
訪
問
で
「
う
よ
�
�
」
た
か
る
蛆
、

「
ふ
さ
�
�
」
実
る
葡
萄
な
ど
。

③
歌
謡
の
削
除
・
省
略

・『
三
體
古
事
記
』
で
は
歌
謡
は
す
べ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
俗
語
」
部
分
に
も
歌
謡
が
「
古
訓

古
事
記
」
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
に
「
歌
の
大
意
」
が
書
か
れ
て
い
る
。

・『
古
事
記
物
語
』
で
は
ほ
と
ん
ど
の
歌
謡
が
削
除
さ
れ
、
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の

多
く
は
訳
で
示
さ
れ
て
い
る
。
訳
は
『
三
體
古
事
記
』
の
「
大
意
」
と
酷
似
し
て
い
る
も
の
、

「
大
意
」
か
ら
さ
ら
に
短
く
略
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
、
一
定
の
基
準
が
無
い
よ
う
で
あ
る
。

歌
謡
の
削
除
・
省
略
に
関
し
て
は
単
行
本
「
序
」
で
「
少
年
少
女
諸
君
に
と
つ
て
、
さ
し
あ
た

り
意
味
の
少
い
謡
を
、
い
ろ
い
ろ
は
ぶ
い
た
」「
そ
の
ま
ゝ
意
譯
し
て
少
年
少
女
諸
君
に
興
味
が

あ
り
、
又
は
諸
君
に
向
く
や
う
な
も
の
だ
け
し
か
出
し
て
な
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

④
説
明
的
な
文
章
や
、
人
物
（
神
）
の
性
格
、
心
情
な
ど
を
追
加
・
挿
入

・「
蛇
の
領
巾
」（『
三
體
古
事
記
』）
↓
「
或
頸
飾
り
の
布
」（
雑
誌
）
↓
「
比
禮
と
言
つ
て
、
肩

か
け
の
や
う
に
使
ふ
布
」（
単
行
本
）
と
、
校
正
す
る
度
に
説
明
を
詳
し
く
し
て
い
る
。

・
ス
セ
リ
ビ
メ
が
「
大
國
主
神
の
こ
と
を
ほ
ん
と
に
美
し
い
よ
い
方
だ
と
す
ぐ
に
大
好
き
に
お
思

ひ
に
な
り
」、「
意
地
の
悪
い
」
ス
サ
ノ
ヲ
が
「
そ
れ
と
は
あ
べ
こ
べ
に
、
一
つ
こ
の
若
い
神
を
困

表
一
『
三
體
古
事
記
』
と
各
種
『
古
事
記
物
語
』
の
比
較

一
、
冒
頭
部

『
三
體
古
事
記
』（
俗
語
訳
部
分
）

『
赤
い
鳥
』
雑
誌
版

『
古
事
記
物
語
』（
単
行
本
）

『
少
年
文
学
集
』
所
収
版

【
天
地
開
闢
】

天
地
の
始
、
高
天
の
原
に
お
生
に
為
つ
た
神
の
御
名

は
、
天
の
御
中
主
の
神
。
次
に
、
高
皇
産
靈
の
神
。
次

に
、
神
産
靈
の
神

此
の
三
神
は
、
獨
神
に
し
て
、
隱

身
で
在
ら
せ
ら
れ
た
。

世
界
ま
だ
稚
�
�
し
て
堅
ま
ら
ず
、
と�

ろ�

り�

と
し
て

浮
油
の
如
�
�
、
ふ
わ
り
�
�
海
月
の
様
に
漂
へ
る
時

に
、
其
中
か
ら
葦
の
芽
の
萌
え
騰
る
様
に
、
お
生
に
為

つ
た
の
が
、
美
葦
牙
彦
舅
の
神
。
次
に
、
天
の
常
立
の

神
、
こ
の
二
神
も
、
み
ん
な
獨
身
の
隱
身
で
あ
ら
せ
ら

れ
た
。以

上
、
五
神
を
別
天
つ
神
と
い
ふ
。

次
に
お
生
に
為
つ
た
の
は
、
国
の
常
立
の
神
、
豊
雲

野
の
神
。
此
の
二
神
も
亦
獨
身
で
、
隱
身
の
神
様
で
あ

る
。
此
か
ら
は
、
男
、
女
と
揃
つ
て
お
生
き
に
為
つ

た
、
即
ち
、
宇
泥
邇
の
神
と
沙
泥
邇
の
神
、
角
杙
の
神

と
活
杙
の
神
。
大
殿
道
の
神
と
大
殿
邊
の
神
、
面
足
の

神
と
綾
惶
根
の
神
、
伊
弉
諾
の
神
と
伊
弉
冉
の
神
。

右
、
国
の
常
立
の
神
よ
り
伊
弉
冉
の
神
ま
で
を
、
神

世
七
代
と
い
ふ
。

【
女
神
の
死
】

世
界
が
出
来
た
そ
も
�
�
の
は
じ
め
、
ま
づ
天
と
地

と
が
出
来
上
り
ま
す
と
、
そ
れ
と
一
し
よ
に
わ
れ
�
�

日
本
人
の
一
ば
ん
御
先
組
の
、
天
御
中
主
神
と
仰
る
神

さ
ま
が
、
天
の
上
の
高
天
原
と
い
ふ
と
こ
ろ
へ
お
生
れ

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
は
、
天
も
地
も
ま
だ
し
つ
か
り
固
り
き

ら
な
い
で
、
両
方
と
も
、
た
ゞ
、
油
を
浮
か
し
た
や
う

に
、
と
ろ
�
�
に
な
つ
て
、
水
母
の
や
う
に
、
ふ
は
り

�
�
と
浮
ん
で
を
り
ま
し
た
。
そ
の
中
へ
、
天
御
中
主

神
に
つ
ゞ
い
て
、
丁
度
葦
の
芽
が
生
え
出
る
や
う
に
、

四
人
の
神
さ
ま
が
お
生
れ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

マ

マ

次
に
ま
た
お
二
人
、
そ
の
次
に
は
お
二
人
つ
ゞ
八
人
の

神
さ
ま
が
、
つ
ぎ
�
�
に
お
生
れ
に
な
つ
た
後
に
、
伊

弉
諾
命
と
伊
弉
冉
命
と
仰
る
男
神
女
神
が
お
生
れ
に
な

り
ま
し
た
。

【
女
神
の
死
】

は
雑
誌
か
ら
の
変
更
箇
所

世
界
が
出
来
た
そ
も
�
�
の
は
じ
め
、
ま
づ
天
と
地

と
が
出
来
上
り
ま
す
と
、
そ
れ
と
一
し
よ
に
、
わ
れ

�
�
日
本
人
の
一
ば
ん
御
先
組
の
、
天
御
中
主
神
と
仰

る
神
さ
ま
が
、
天
の
上
の
高
天
原
と
い
ふ
と
こ
ろ
へ
お

生
れ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
次
に
は
、
高
皇
産
靈
の

神
、
神
産
靈
の
神
の
お
二
方
が
お
生
れ
に
な
り
ま
し

た
。そ

の
と
き
に
は
、
天
も
地
も
ま
だ
し
つ
か
り
固
り
き

ら
な
い
で
、
両
方
と
も
、
た
ゞ
、
油
を
浮
か
し
た
や
う

に
、
と
ろ
�
�
に
な
つ
て
、
水
母
の
や
う
に
、
ふ
は
り

�
�
と
浮
ん
で
を
り
ま
し
た
。
そ
の
中
へ
、﹇
削
除
﹈

丁
度
葦
の
芽
が
生
え
出
る
や
う
に
、
二
人
の
神
さ
ま
が

お
生
れ
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
﹇
削
除
﹈
ま
た
お
二
人
、
そ
の
次
に
は
男

神
女
神
と
お
二
人
づ
ゝ
八
人
の
神
さ
ま
が
、
つ
ぎ
�
�

に
お
生
れ
に
な
つ
た
後
に
、
伊
弉
諾
神
と
伊
弉
冉
神
と

仰
る
男
神
女
神
が
お
生
れ
に
な
り
ま
し
た
。

【
女
神
の
死
】

は
単
行
本
か
ら
の
変
更

世
界
が
出
来
た
そ
も
�
�
の
は
じ
め
、
ま
づ
天
と
地

と
が
出
来
上
り
ま
す
と
、
そ
れ
と
一
し
よ
に
、
わ
れ

�
�
日
本
人
の
一
ば
ん
御
先
組
の
、
天
御
中
主
神
と
仰

る
神
様
が
、
天
の
上
の
高
天
原
と
い
ふ
と
こ
ろ
へ
お
生

れ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
次
に
は
、
高
皇
産
靈
の
神
、

神
産
靈
の
神
の
お
二
方
が
お
生
れ
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
は
、
天
も
地
も
ま
だ
し
つ
か
り
固
り
き

ら
な
い
で
、
両
方
と
も
、
た
ゞ
、
油
を
浮
か
し
た
や
う

に
、
と
ろ
�
�
に
な
つ
て
、
水
母
の
や
う
に
、
ふ
は
り

�
�
と
浮
ん
で
を
り
ま
し
た
。
そ
の
中
へ
、
丁
度
葦
の

芽
が
生
え
出
る
や
う
に
、
二
人
の
神
さ
ま
が
お
生
れ
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ま
た
お
二
人
、
そ
の
次
に
は
男
神
女
神
と

お
二
人
づ
つ
八
人
の
神
さ
ま
が
、
つ
ぎ
�
�
に
お
生
れ

に
な
つ
た
後
に
、
伊
弉
諾
神
と
伊
弉
冉
神
と
仰
る
男
神

女
神
が
お
生
れ
に
な
り
ま
し
た
。
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表
二
『
三
體
古
事
記
』
と
各
種
『
古
事
記
物
語
』
の
比
較

二
、
大
国
主
命
の
根
の
堅
州
国
訪
問

『
三
體
古
事
記
』（
俗
語
訳
部
分
）

『
赤
い
鳥
』
雑
誌
版

『
古
事
記
物
語
』（
単
行
本
）

『
少
年
文
学
集
』
所
収
版

【
須
世
理
媛
】

大
穴
牟
遅
の
神
は
、
母
神
の
仰
せ
に
隨
ひ
、
素
戔
之

嗚
の
命
の
所
に
參
ら
れ
た
。
命
の
御
娘
、
須
世
理
姫
が

出
て
、
大
穴
牟
遅
の
命
と
互
ひ
に
眼
と
眼
を
見
合
せ
、

夫
婦
の
御
約
束
を
交
は
し
て
、
そ
し
て
家
に
入
つ
て
、

『
大
層
美
し
い
神
が
、
御
出
に
な
り
ま
し
た
』

と
、
父
君
に
申
さ
れ
る
と
、
父
、
大
神
も
出
て
御
覧
に

為
つ
た
が
、

『
あ
ゝ
、
こ
れ
は
葦
原
色
許
男
と
い
ふ
神
だ
』

と
、
直
ち
に
喚
び
入
れ
、
須
世
理
姫
と
夫
婦
と
為
さ
せ

ら
れ
た
。
其
晩
大
穴
牟
遅
の
命
は
蛇
の
室
と
て
、
部
屋

一
杯
蛇
の
簇
つ
て
居
る
所
に
寝
る
や
う
仰
を
受
け
ら
れ

た
。
す
る
と
、
妻
須
世
理
姫
は
蛇
の
領
巾
と
い
ふ
物
を

夫
に
渡
し
て
。

『
若
し
蛇
が
咋
ひ
つ
か
う
と
し
た
ら
、
此
の
領
巾
を

三
度
振
つ
て
お
打
ち
撥
ひ
な
さ
い
』

と
教
へ
ら
れ
た
。
大
穴
牟
遅
の
神
は
其
の
通
に
為
さ
つ

た
の
で
、
數
多
の
蛇
は
自
然
に
静
ま
つ
て
、
何
の
害
も

為
さ
ず
、
命
は
其
一
夜
十
分
安
眠
し
て
翌
朝
蛇
の
室
か

ら
出
で
来
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

【
む
か
で
の
室
、
蛇
の
室
】

大
國
主
神
は
、
言
は
れ
た
と
ほ
り
に
、
命
の
お
出
で
に

な
る
と
こ
ろ
へ
着
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
命
の
お
子
さ

ま
の
須
勢
理
媛
が
お
取
次
ぎ
に
出
て
入
ら
し
つ
て
、

「
お
父
上
さ
ま
、
き
れ
い
な
神
が
入
ら
つ
し
や
い
ま
し

た
。」
と
お
言
ひ
に
な
り
ま
し
た
。
お
父
上
の
大
神
は
、

急
い
で
御
自
分
で
出
て
御
覧
に
な
つ
て
、「
あ
ゝ
、
あ

れ
は
、
大
國
主
と
い
ふ
神
だ
」
と
仰
つ
て
、
早
速
お
よ

び
入
れ
に
な
り
ま
し
た
。
媛
は
大
國
主
神
の
こ
と
を
ほ

ん
と
に
美
し
い
よ
い
方
だ
と
す
ぐ
に
大
好
き
に
お
思
ひ

に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
意
地
の
悪
い
大
神
は
、

そ
れ
と
は
あ
べ
こ
べ
に
、
一
つ
こ
の
若
い
神
を
困
ら
せ

て
や
ら
う
と
お
思
ひ
に
な
つ
て
、
そ
の
晩
、
大
國
主
神

を
、
蛇
の
室
と
言
つ
て
、
大
蛇
小
蛇
が
一
ぱ
い
た
か
つ

て
ゐ
る
気
味
の
悪
い
お
部
屋
へ
お
寝
か
せ
に
な
り
ま
し

た
。
さ
う
す
る
と
、
や
さ
し
い
須
勢
理
媛
は
、
そ
れ
を

気
の
毒
に
思
つ
て
、
或
頸
飾
り
の
布
を
、
そ
つ
と
大
國

主
神
に
わ
た
し
て
、「
も
し
蛇
が
喰
ひ
つ
き
に
ま
ゐ
り

ま
し
た
ら
、
こ
の
布
を
三
度
ふ
つ
て
追
ひ
の
け
て
お
し

ま
ひ
な
さ
い
。」
と
仰
い
ま
し
た
。
間
も
な
�
�
、
蛇

は
み
ん
な
で
鎌
首
を
立
て
ゝ
ぞ
ろ
�
�
と
向
つ
て
来
ま

し
た
。
大
國
主
神
は
早
速
言
は
れ
た
と
ほ
り
に
、
飾
り

の
布
を
三
度
ふ
り
ま
し
た
。
す
る
と
不
思
議
に
も
、
蛇

は
ひ
と
り
で
に
引
き
か
へ
し
て
、
そ
の
ま
ま
じ
つ
と
か

た
ま
つ
た
な
り
、
一
晩
中
、
な
ん
に
も
害
を
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
若
い
神
は
お
か
げ
で
、
気
楽
に
ぐ
つ
す
り
寐

て
、
朝
に
な
る
と
、
當
た
り
ま
へ
の
顔
を
し
て
、
大
神

の
前
に
出
て
来
ま
し
た
。

【
む
か
で
の
室
、
蛇
の
室
】

大
國
主
神
は
、
言
は
れ
た
と
ほ
り
に
、
命
の
お
出
で
に

な
る
と
こ
ろ
へ
着
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
命
の
お
娘
御

の
須
勢
理
媛
が
お
取
次
ぎ
を
な
す
つ
て
、

「
お
父
上
さ
ま
、
き
れ
い
な
神
が
入
ら
つ
し
や
い
ま
し

た
。」
と
お
言
ひ
に
な
り
ま
し
た
。

お
父
上
の
大
神
は
、
そ
れ
を
お
聞
き
に
な
る
と
、
急

い
で
御
自
分
で
出
て
御
覧
に
な
つ
て
、

「
あ
ゝ
、
あ
れ
は
、
大
國
主
と
い
ふ
神
だ
」
と
仰
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
早
速
お
よ
び
入
れ
に
な
り
ま
し
た
。

媛
は
大
國
主
神
の
こ
と
を
ほ
ん
と
に
美
し
い
よ
い
方

だ
と
す
ぐ
に
大
好
き
に
お
思
ひ
に
な
り
ま
し
た
。
大
神

に
は
、
第
一
そ
れ
が
お
気
に
召
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
、
一
つ
こ
の
若
い
神
を
困
ら
せ
て
や
ら
う
と
お
思

ひ
に
な
つ
て
、
そ
の
晩
、
大
國
主
神
を
、
蛇
の
室
と
言

つ
て
、
大
蛇
小
蛇
が
一
ぱ
い
た
か
つ
て
ゐ
る
気
味
の
悪

い
お
部
屋
へ
お
寝
か
せ
に
な
り
ま
し
た
。

さ
う
す
る
と
、
や
さ
し
い
須
勢
理
媛
は
、
大
層
気
の

毒
に
お
思
ひ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
ご
自
分
の
、
比

禮
と
言
つ
て
、
肩
か
け
の
や
う
に
使
ふ
布
を
、
そ
つ
と

大
國
主
神
に
お
わ
た
し
に
な
つ
て
、

「
も
し
蛇
が
喰
ひ
つ
き
に
ま
ゐ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
布

を
三
度
ふ
つ
て
追
ひ
の
け
て
お
し
ま
ひ
な
さ
い
。」
と

仰
い
ま
し
た
。

間
も
な
�
�
、
蛇
は
み
ん
な
で
鎌
首
を
立
て
ゝ
ぞ
ろ

�
�
と
向
つ
て
来
ま
し
た
。
大
國
主
神
は
早
速
言
は
れ

た
と
ほ
り
に
、
飾
り
の
布
を
三
度
お
ふ
り
に
な
り
ま
し

た
。
す
る
と
不
思
議
に
も
、
蛇
は
ひ
と
り
で
に
引
き
か

へ
し
て
、
そ
の
ま
ま
じ
つ
と
か
た
ま
つ
た
な
り
、
一
晩

中
、
な
ん
に
も
害
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
若
い
神
は
お

か
げ
で
、
気
楽
に
ぐ
つ
す
り
お
寐
つ
て
、
朝
に
な
る

と
、
當
た
り
ま
へ
の
顔
を
し
て
、
大
神
の
前
に
出
て
入

ら
つ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

【
む
か
で
の
室
、
蛇
の
室
】

大
國
主
神
は
、
言
は
れ
た
と
ほ
り
に
、
命
の
お
出
で
に

な
る
と
こ
ろ
へ
着
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
命
の
お
娘
御

の
須
勢
理
媛
が
お
取
次
ぎ
を
な
す
つ
て
、

「
お
父
上
さ
ま
、
き
れ
い
な
神
が
入
ら
つ
し
や
い
ま
し

た
。」
と
お
言
ひ
に
な
り
ま
し
た
。

お
父
上
の
大
神
は
、
そ
れ
を
お
聞
き
に
な
る
と
、
急

い
で
御
自
分
で
出
て
御
覧
に
な
つ
て
、

「
あ
ゝ
、
あ
れ
は
、
大
國
主
と
い
ふ
神
だ
」
と
仰
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
早
速
お
よ
び
入
れ
に
な
り
ま
し
た
。

媛
は
大
國
主
神
の
こ
と
を
ほ
ん
と
に
美
し
い
よ
い
方

だ
と
す
ぐ
に
大
好
き
に
お
思
ひ
に
な
り
ま
し
た
。
大
神

に
は
、
第
一
そ
れ
が
お
気
に
召
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
、
一
つ
こ
の
若
い
神
を
困
ら
せ
て
や
ら
う
と
お
思

ひ
に
な
つ
て
、
そ
の
晩
、
大
國
主
神
を
、
蛇
の
室
と
言

つ
て
、
大
蛇
小
蛇
が
一
ぱ
い
た
か
つ
て
ゐ
る
気
味
の
悪

い
お
部
屋
へ
お
寝
か
せ
に
な
り
ま
し
た
。

さ
う
す
る
と
、
や
さ
し
い
須
勢
理
媛
は
、
大
層
気
の

毒
に
お
思
ひ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
ご
自
分
の
、
比

禮
と
い
つ
て
、
肩
か
け
の
や
う
に
使
ふ
布
を
、
そ
つ
と

大
國
主
神
に
お
わ
た
し
に
な
つ
て
、

「
も
し
蛇
が
喰
ひ
つ
き
に
ま
ゐ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
布

を
三
度
ふ
つ
て
追
ひ
の
け
て
お
し
ま
ひ
な
さ
い
。」
と

仰
い
ま
し
た
。

間
も
な
�
�
、
蛇
は
み
ん
な
で
鎌
首
を
立
て
ゝ
ぞ
ろ

�
�
と
向
つ
て
来
ま
し
た
。
大
國
主
神
は
早
速
言
は
れ

た
と
ほ
り
に
、
飾
り
の
布
を
三
度
お
ふ
り
に
な
り
ま
し

た
。
す
る
と
不
思
議
に
も
、
蛇
は
ひ
と
り
で
に
引
き
か

へ
し
て
、
そ
の
ま
ま
じ
つ
と
か
た
ま
つ
た
な
り
、
一
晩

中
、
な
ん
に
も
害
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
若
い
神
は
お

か
げ
で
、
気
楽
に
ぐ
つ
す
り
お
寐
つ
て
、
朝
に
な
る

と
、
當
た
り
ま
へ
の
顔
を
し
て
、
大
神
の
前
に
出
て
入

ら
つ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
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表
三
『
三
體
古
事
記
』
と
各
種
『
古
事
記
物
語
』
の
比
較

三
、
海
幸
彦
と
山
幸
彦

『
三
體
古
事
記
』（
俗
語
訳
部
分
）

『
赤
い
鳥
』
雑
誌
版

『
古
事
記
物
語
』（
単
行
本
）

『
少
年
文
学
集
』
所
収
版

【
海
幸
山
幸
】

兄
、
火
照
の
命
は
、
海
幸
彦
と
し
て
、
海
の
漁
が
上

手
で
能
�
�
大
小
の
魚
類
を
捕
り
、
弟
、
火
遠
理
の
命

は
、
山
幸
彦
と
し
て
、
山
の
獵
が
上
手
で
、
能
�
�
大

小
の
獣
類
を
捕
ら
せ
ら
れ
た
。
或
る
時
、
火
遠
理
の
命

は
、
兄
様
に
向
つ
て
互
に
幸
（
獵
具
）
を
換
へ
て
、
漁

獵
を
し
て
見
よ
う
と
申
さ
れ
た
。
三
度
ま
で
、
さ
う
言

つ
て
頼
ん
だ
け
れ
ど
も
兄
様
は
御
承
知
な
か
つ
た
が
、

と
う
�
�
終
に
や
つ
と
換
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ

た
。

そ
こ
で
、
火
遠
理
の
命
は
海
の
漁
具
を
以
て
、
魚
を
釣

ら
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
一
向
に
釣
れ
な
い
の
み
な
ら

ず
、
其
の
釣
鈎
ま
で
魚
に
取
ら
れ
て
失
�
�
し
て
お
し

ま
ひ
に
な
つ
た
。
兄
、
火
照
の
命
も
、
慣
れ
ぬ
弓
矢
の

山
獵
に
、
何
も
取
れ
な
か
つ
た
の
で
、

『
海
漁
も
、
山
獵
も
、
銘
々
の
慣
た
も
の
で
な
�
�

て
は
駄
目
だ
、
さ
あ
換
へ
戻
さ
う
よ
。』

と
謂
つ
て
、
弓
矢
を
弟
に
返
し
、
自
分
の
鈎
を
請
求
な

さ
れ
た
。
火
遠
理
の
命
は
。

『
あ
な
た
の
鈎
で
、
魚
を
釣
つ
た
處
が
一
つ
も
釣
れ

な
い
で
、
鈎
は
失
�
�
し
ま
し
た
。』

と
申
さ
れ
た
が
、
兄
様
は
、
是
非
と
も
鈎
を
返
せ
と
巌

し
�
�
催
促
な
さ
れ
た
。

【
笠
沙
の
宮
】

そ
の
御
兄
弟
は
間
も
な
�
�
大
き
な
若
い
人
に
お
な

り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
お
兄
さ
ま
の
火
照
命

は
、
海
で
漁
を
な
さ
る
の
が
大
變
に
お
上
手
で
、
い
つ

も
い
ろ
ん
な
大
き
な
魚
や
小
さ
な
魚
を
澤
山
釣
つ
て
お

歸
り
に
な
り
ま
し
た
。
弟
さ
ま
の
火
遠
理
命
は
、
こ
れ

は
又
、
山
で
獵
を
な
さ
る
の
が
そ
れ
は
�
�
お
得
意

で
、
し
じ
ゆ
う
い
ろ
ん
な
鳥
や
獣
を
ど
つ
さ
り
捕
つ
て

お
歸
り
に
な
り
ま
し
た
。

或
と
き
弟
の
命
は
、
お
兄
さ
ま
に
向
つ
て
、

「
一
つ
た
め
し
に
二
人
で
道
具
を
取
り
か
へ
て
、
互
に

持
ち
場
を
か
へ
て
猟
を
し
て
見
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。」
と
仰
い
ま
し
た
。
お
兄
さ
ま
は
弟
さ
ま
が
さ
う

言
つ
て
三
度
も
お
頼
み
に
な
つ
て
も
、
た
ん
び
に
厭
だ

と
言
つ
て
お
聞
入
れ
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
併
し
弟

さ
ま
が
、
あ
ん
ま
り
う
る
さ
�
�
仰
る
も
の
で
す
か

ら
、
と
う
�
�
し
ま
ひ
に
、
厭
々
な
が
ら
お
取
り
か
へ

に
な
り
ま
し
た
。
弟
さ
ま
は
、
早
速
釣
道
具
を
持
つ
て

海
ば
た
へ
お
出
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
併
し
、
釣
の
方

は
全
で
お
勝
手
が
ち
が
ふ
の
で
、
い
�
�
ら
お
あ
せ
り

に
な
つ
て
も
一
匹
も
お
釣
り
に
な
れ
な
い
ば
か
り
か
、

し
ま
ひ
に
は
釣
針
を
海
の
中
へ
亡
�
�
し
て
お
し
ま
ひ

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
じ
や
う
に
お
兄
さ
ま
の
命

は
山
の
獵
に
は
お
馴
れ
に
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

一
向
に
獲
物
が
な
い
の
で
、
が
つ
か
り
な
す
つ
て
、
弟

さ
ま
に
向
つ
て
、「
私
の
釣
道
具
を
返
し
て
�
�
れ

海
の
獵
も
山
の
獵
も
、
お
互
に
馴
れ
た
も
の
で
な
�
�

て
は
駄
目
だ
。
さ
あ
こ
の
弓
矢
を
か
へ
さ
う
。」
と
仰

い
ま
し
た
。

弟
さ
ま
は
、「
私
は
と
ん
だ
こ
と
を
い
た
し
ま
し
た
。

と
う
�
�
魚
を
一
匹
も
釣
ら
な
い
う
ち
に
、
針
を
海
へ

落
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。」
と
仰
い
ま
し
た
。
す
る
と

お
兄
さ
ま
は
大
變
に
お
怒
り
に
な
つ
て
、
無
理
に
も
そ

の
針
を
さ
が
し
て
来
い
と
仰
い
ま
し
た
。

【
満
潮
の
玉
、
干
潮
の
玉
】

三
人
の
御
兄
弟
は
間
も
な
�
�
大
き
な
若
い
人
に
お

な
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
お
兄
さ
ま
の
火
照
命

は
、
海
で
漁
を
な
さ
る
の
が
大
變
に
お
上
手
で
、
い
つ

も
い
ろ
ん
な
大
き
な
魚
や
小
さ
な
魚
を
澤
山
釣
つ
て
お

歸
り
に
な
り
ま
し
た
。
末
の
弟
さ
ま
の
火
遠
理
命
は
、

こ
れ
は
又
、
山
で
獵
を
な
さ
る
の
が
そ
れ
は
�
�
お
得

意
で
、
し
じ
ゆ
う
い
ろ
ん
な
鳥
や
獣
を
ど
つ
さ
り
捕
つ

て
お
歸
り
に
な
り
ま
し
た
。

或
と
き
弟
の
命
は
、
お
兄
さ
ま
に
向
つ
て
、

「
一
つ
た
め
し
に
二
人
で
道
具
を
取
り
か
へ
て
、
互
に

持
ち
場
を
か
へ
て
猟
を
し
て
見
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。」
と
仰
い
ま
し
た
。

お
兄
さ
ま
は
弟
さ
ま
が
さ
う
言
つ
て
三
度
も
お
頼
み

に
な
つ
て
も
、
そ
の
た
ん
び
に
厭
だ
と
言
つ
て
お
聞
入

れ
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
併
し
弟
さ
ま
が
、
あ
ん
ま

り
う
る
さ
�
�
仰
る
も
の
で
す
か
ら
、
と
う
�
�
し
ま

ひ
に
、
厭
々
な
が
ら
お
取
り
か
へ
に
な
り
ま
し
た
。

弟
さ
ま
は
、
早
速
釣
道
具
を
持
つ
て
海
ば
た
へ
お
出

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
併
し
、
釣
の
方
は
全
で
お
勝
手

が
ち
が
ふ
の
で
、
い
�
�
ら
お
あ
せ
り
に
な
つ
て
も
一

匹
も
お
釣
り
に
な
れ
な
い
ば
か
り
か
、
し
ま
ひ
に
は
釣

針
を
海
の
中
へ
亡
�
�
し
て
お
し
ま
ひ
に
な
り
ま
し

た
。﹇削

除
﹈
お
兄
さ
ま
の
命
も
、
山
の
獵
に
は
お
馴
れ

に
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
一
向
に
獲
物
が
な
い
の

で
、
が
つ
か
り
な
す
つ
て
、
弟
さ
ま
に
向
つ
て
、

「
私
の
釣
道
具
を
返
し
て
�
�
れ

海
の
獵
も
山
の
獵

も
、
お
互
に
馴
れ
た
も
の
で
な
�
�
て
は
駄
目
だ
。
さ

あ
こ
の
弓
矢
を
か
へ
さ
う
。」
と
仰
い
ま
し
た
。

弟
さ
ま
は
、

「
私
は
と
ん
だ
こ
と
を
い
た
し
ま
し
た
。
と
う
�
�
魚

を
一
匹
も
釣
ら
な
い
う
ち
に
、
針
を
海
へ
落
し
て
し
ま

ひ
ま
し
た
。」
と
仰
い
ま
し
た
。
す
る
と
お
兄
さ
ま
は

マ
マ

大
變
に
お
怒
り
に
な
な
つ
て
、
無
理
に
も
そ
の
針
を
さ

が
し
て
来
い
と
仰
い
ま
し
た
。

【
満
潮
の
玉
、
干
潮
の
玉
】

三
人
の
御
兄
弟
は
間
も
な
�
�
大
き
な
若
い
人
に
お

な
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
お
兄
さ
ま
の
火
照
命

は
、
海
で
漁
を
な
さ
る
の
が
大
變
に
お
上
手
で
、
い
つ

も
い
ろ
ん
な
大
き
な
魚
や
小
さ
な
魚
を
澤
山
釣
つ
て
お

歸
り
に
な
り
ま
し
た
。
末
の
弟
さ
ま
の
火
遠
理
命
は
、

こ
れ
は
又
、
山
で
獵
を
な
さ
る
の
が
そ
れ
は
�
�
お
得

意
で
、
し
じ
ゆ
う
い
ろ
ん
な
鳥
や
獣
を
ど
つ
さ
り
捕
つ

て
お
歸
り
に
な
り
ま
し
た
。

或
と
き
弟
の
命
は
、
お
兄
さ
ま
に
向
つ
て
、

「
一
つ
た
め
し
に
二
人
で
道
具
を
取
り
か
へ
て
、
互
に

持
ち
場
を
か
へ
て
猟
を
し
て
見
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。」
と
仰
い
ま
し
た
。

お
兄
さ
ま
は
弟
さ
ま
が
さ
う
言
つ
て
三
度
も
お
頼
み

に
な
つ
て
も
、
そ
の
た
ん
び
に
厭
だ
と
言
つ
て
お
聞
入

れ
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
併
し
弟
さ
ま
が
、
あ
ん
ま

り
う
る
さ
�
�
仰
る
も
の
で
す
か
ら
、
と
う
�
�
し
ま

ひ
に
、
厭
々
な
が
ら
お
取
り
か
へ
に
な
り
ま
し
た
。

弟
さ
ま
は
、
早
速
釣
道
具
を
持
つ
て
海
ば
た
へ
お
出

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
併
し
、
釣
の
方
は
全
で
お
勝
手

が
ち
が
ふ
の
で
、
い
�
�
ら
お
あ
せ
り
に
な
つ
て
も
一

匹
も
お
釣
り
に
な
れ
な
い
ば
か
り
か
、
し
ま
ひ
に
は
釣

針
を
海
の
中
へ
失
�
�
し
て
お
し
ま
ひ
に
な
り
ま
し

た
。お

兄
さ
ま
の
命
も
、
山
の
獵
に
は
お
馴
れ
に
な
ら
な

い
も
の
で
す
か
ら
、
一
向
に
獲
物
が
な
い
の
で
、
が
つ

か
り
な
す
つ
て
、
弟
さ
ま
に
向
つ
て
、

「
私
の
釣
道
具
を
返
し
て
�
�
れ

海
の
獵
も
山
の
獵

も
、
お
互
に
馴
れ
た
も
の
で
な
�
�
て
は
駄
目
だ
。
さ

あ
こ
の
弓
矢
を
か
へ
さ
う
。」
と
仰
い
ま
し
た
。

弟
さ
ま
は
、

「
私
は
と
ん
だ
こ
と
を
い
た
し
ま
し
た
。
と
う
�
�
魚

を
一
匹
も
釣
ら
な
い
う
ち
に
、
針
を
海
へ
落
し
て
し
ま

ひ
ま
し
た
。」
と
仰
い
ま
し
た
。
す
る
と
お
兄
さ
ま
は

大
變
に
お
怒
り
に
な
つ
て
、
無
理
に
も
そ
の
針
を
さ
が

し
て
来
い
と
仰
い
ま
し
た
。
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ら
せ
て
や
ら
う
と
お
思
ひ
に
」
な
る
（
雑
誌
）
な
ど
。
単
行
本
で
は
「
意
地
の
悪
い
」
を
消
し
、

娘
の
ス
サ
ノ
ヲ
に
対
す
る
気
持
ち
が
�
気
に
入
ら
な
か
っ
た
�
と
変
え
て
い
る
。

⑤
語
句
の
言
い
換
え

・
軽
太
子
と
軽
大
郎
女
の
関
係
「
同
母
妹
、
軽
の
大
郎
女
と
不
倫
の
関
係
」（『
三
體
古
事
記
』）

↓
「
或
言
ふ
に
言
は
れ
な
い
間
違
ひ
ご
と
」（
雑
誌
）

・「
胸
乳
を
掛
出
て
、
裳
諸
を
蕃
登
に
忍
垂
れ
き
」（『
古
訓
古
事
記
』）
↓
「
乳
房
を
露
は
し
、
裳

す
ね

の
緒
を
、
押
下
げ
て
」（『
三
體
古
事
記
』）
↓
「
お
し
ま
ひ
に
は
、
お
乳
や
脛
も
全
だ
し
に
し
て
」

も
も

（
雑
誌
）
↓
「
お
乳
も
お
腹
も
股
も
全
だ
し
に
し
て
」（
単
行
本
）

・
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
「
妃
」
で
あ
る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
↓
「
お
召
し
使
ひ
」（
雑
誌
、
単
行
本
）

こ
れ
ら
の
語
句
に
関
し
て
は
単
行
本
「
序
」
で
「
小
さ
い
人
た
ち
の
讀
み
も
の
と
し
て
、
或
、

人
間
的
交
渉
の
叙
述
に
、
止
む
な
き
手
加
減
を
加
へ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
妃
の
存

在
や
性
的
交
渉
に
関
す
る
文
章
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
話
の
中
で
の
順
序
（
流
れ
）
変
更
、
ま
と
ま
っ
た
話
題
の
順
序
変
更

・
話
を
時
系
列
に
整
理
し
直
す
。（
三
輪
山
伝
説
）

・
関
連
し
た
話
題
を
ま
と
め
る
。（
仲
哀
天
皇
段
〜
仁
徳
天
皇
段
）

「
海
幸
彦
と
山
幸
彦
」
部
分
に
関
し
て
は
、『
三
體
古
事
記
』
と
比
較
す
る
と
か
な
り
噛
み
砕
い

た
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
共
通
点
を
挙
げ
る
と
「
と
う
と
う
し
ま
い
に
」
が
全
く
同
じ
で
あ
る
。

「
海
の
猟
も
山
の
猟
も
、
お
互
に
馴
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
駄
目
だ
」
は
、
酷
似
し
た
表
現
だ
ろ

う
。
恩
田
の
い
う
『
古
事
記
物
語
』
の
方
が
「
原
文
に
忠
実
な
口
語
訳
」
と
い
う
よ
り
は
、『
三

體
古
事
記
』
を
参
照
に
真
似
た
箇
所
が
あ
る
、
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

四
箇
所
を
中
心
に
比
較
し
相
違
点
を
確
認
し
た
が
、
こ
れ
ら
以
外
に
『
古
事
記
物
語
』
全
体
を

通
し
て
得
ら
れ
た
変
化
の
流
れ
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

【『
三
體
古
事
記
』
か
ら
雑
誌
版
へ
】

・
全
体
的
に
、
本
筋
に
関
わ
ら
な
い
箇
所
の
削
除
・
省
略
が
多
い
。

・
同
じ
表
現
、
似
通
っ
た
表
現
も
多
い
が
、
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
言
い
換
え
、
説
明
を
加
え
た

と
思
わ
れ
る
箇
所
も
多
い
。

・『
三
體
古
事
記
』
の
割
注
を
用
い
て
説
明
を
加
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

・
擬
音
語
、
擬
態
語
、
繰
り
返
し
語
に
は
『
三
體
古
事
記
』
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
も
の

が
あ
る
。

・
歌
謡
は
三
重
吉
の
主
観
で
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
る
。
記
載
方
法
（
改
行
有
り
／
無
し
、
意
訳
、

表
四
『
三
體
古
事
記
』
と
各
種
『
古
事
記
物
語
』
の
比
較

四
、
軽
太
子
の
段

『
三
體
古
事
記
』（
俗
語
訳
部
分
）

『
赤
い
鳥
』
雑
誌
版

『
古
事
記
物
語
』（
単
行
本
）

『
少
年
文
学
集
』
所
収
版

【
允
恭
天
皇
、
軽
太
子
の
段
】

天
皇
が
お
崩
れ
に
な
つ
た
後
、
木
梨
の
軽
の
太
子

が
、
御
位
を
繼
が
せ
ら
れ
る
こ
と
に
定
つ
て
居
た
の
で

あ
る
が
、
未
だ
位
に
即
か
ぬ
う
ち
に
、
同
母
妹
、
軽
の

大
郎
女
と
不
倫
の
關
係
を
結
ば
れ
た
、
其
に
就
い
て
詠

ま
せ
ら
れ
た
歌
。

（
歌
謡

二
首
省
略
）

太
子
と
軽
の
大
郎
女
と
の
醜
聞
が
擴
つ
た
の
で
、
百
官

を
始
め
、
天
下
の
人
々
、
皆
、
輕
太
子
に
背
い
て
、
穴

穗
の
王
子
に
歸
い
て
し
ま
つ
た
。
で
、
太
子
は
事
の
成

行
を
畏
れ
て
、
大
前
、
小
前
の
宿
禰
の
大
臣
（
大
前
宿

禰
と
小
前
の
宿
禰
と
兄
弟
二
人
）
の
家
に
逃
入
ら
せ
ら

れ
た
。

【
大
鈴
小
鈴
】

天
皇
が
お
か
�
�
れ
に
な
つ
た
お
あ
と
に
は
、
一
番

上
の
皇
子
の
、
木
梨
の
軽
皇
子
が
お
位
に
お
つ
き
に
な

る
と
い
ふ
こ
と
に
決
つ
て
を
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
王
は
、
御
即
位
に
な
る
ま
へ
に
、
お
身
持

ち
の
上
に
つ
い
て
、
或
言
ふ
に
言
は
れ
な
い
間
違
ひ
ご

と
を
な
す
つ
た
の
で
、
朝
廷
の
す
べ
て
の
役
人
や
下
々

の
人
民
た
ち
が
み
ん
な
王
を
お
厭
ひ
申
し
て
、
弟
さ
ま

の
穴
穂
王
の
方
へ
附
い
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

軽
皇
子
は
こ
れ
で
は
、
う
つ
か
り
し
て
ゐ
る
と
、
穴

穂
王
方
か
ら
ど
ん
な
こ
と
を
仕
向
け
る
か
も
分
ら
な
い

と
お
怖
れ
に
な
つ
て
、
大
前
宿
禰
、
小
前
宿
禰
と
い

ふ
、
兄
弟
二
人
の
大
臣
の
家
へ
お
遁
げ
込
み
に
な
り
ま

し
た
。

【
大
鈴
小
鈴
】

天
皇
が
お
か
�
�
れ
に
な
つ
た
お
あ
と
に
は
一
番
お

上
の
皇
子
の
、
木
梨
軽
皇
子
が
お
位
に
お
つ
き
に
な
る

と
い
ふ
こ
と
に
決
つ
て
を
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
皇
子

は
御
即
位
に
な
る
ま
へ
に
、
お
身
持
ち
の
上
に
つ
い

て
、
或
言
ふ
に
言
は
れ
な
い
間
違
ひ
ご
と
を
な
す
つ
た

の
で
、
朝
廷
の
す
べ
て
の
役
人
や
下
々
の
人
民
た
ち
が

み
ん
な
王
を
お
厭
ひ
申
し
て
、
弟
さ
ま
の
穴
穂
王
の
方

へ
附
い
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

軽
皇
子
は
こ
れ
で
は
、
う
つ
か
り
し
て
ゐ
る
と
、
穴

穂
王
方
か
ら
ど
ん
な
こ
と
を
仕
向
け
る
か
も
分
ら
な
い

と
お
怖
れ
に
な
り
、
大
前
宿
禰
、
小
前
宿
禰
と
い
ふ
、

兄
弟
二
人
の
大
臣
の
家
へ
お
遁
げ
込
み
に
な
り
ま
し

た
。

【
大
鈴
小
鈴
】

天
皇
が
お
か
�
�
れ
に
な
つ
た
お
あ
と
に
は
一
番
お

上
の
皇
子
の
、
木
梨
軽
皇
子
が
お
位
に
お
つ
き
に
な
る

と
い
ふ
こ
と
に
決
つ
て
を
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
皇
子

は
御
即
位
に
な
る
ま
へ
に
、
御
身
持
ち
の
上
に
つ
い

て
、
或
言
ふ
に
言
は
れ
な
い
間
違
ひ
ご
と
を
な
す
つ
た

の
で
、
朝
廷
の
す
べ
て
の
役
人
や
下
々
の
人
民
た
ち
が

み
ん
な
皇
子
を
お
厭
ひ
申
し
て
、
弟
さ
ま
の
穴
穂
王
の

方
へ
附
い
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

軽
皇
子
は
こ
れ
で
は
、
う
つ
か
り
し
て
ゐ
る
と
、
穴

穂
王
方
か
ら
ど
ん
な
こ
と
を
仕
向
け
る
か
も
分
ら
な
い

と
お
怖
れ
に
な
り
、
大
前
宿
禰
、
小
前
宿
禰
と
い
ふ
、

兄
弟
二
人
の
大
臣
の
家
へ
お
遁
げ
込
み
に
な
り
ま
し

た
。
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省
略
等
）
は
、
雑
誌
の
行
数
・
字
数
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。（
図
２
）

・
読
者
の
年
齢
層
を
引
き
下
げ
た
可
能
性
が
あ
る
。『
三
體
古
事
記
』
は
一
般
向
け
で
あ
り
な
が

ら
「
少
年
の
閲
讀
す
べ
き
場
合
」
を
も
意
識
し
た
も
の
だ
が
、『
古
事
記
物
語
』
は
「
少
年
少
女

諸
君
」
を
中
心
に
「
私
の
す
べ
て
の
讀
者
諸
君
」
に
向
け
て
書
か
れ
た
た
め
、
対
象
年
齢
が
低
め

に
設
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
雑
誌
版
か
ら
単
行
本
へ
】

・
文
や
語
句
の
変
更
・
追
加
、
句
読
点
の
位
置
変
更
、
改
行
位
置
の
変
更
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。

雑
誌
で
は
、
行
数
、
文
字
数
に
か
な
り
制
約
が
か
け
ら
れ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
毎
号
、
ペ
ー

ジ
最
後
の
行
ま
で
ぴ
た
り
と
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
挿
絵
の
曲
線
に
合
わ
せ
て
文
字
を

レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
活
字
を
組
む
に
も
厳
し
い
紙
面
構
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。
特
に
改
行
の
増
加
は
、
単
行
本
化
に
あ
た
っ
て
こ
の
制
約
か
ら
開
放
さ
れ
、
行
数
、
文
字
数

を
自
由
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
要
因
だ
と
推
察
で
き
る
。

・
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
後
に
、
読
者
か
ら
の
意
見
投
稿
に
よ
っ
て
表
現
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
て
お
く
。

「
宇
受
賣
命
の
踊
り
姿
に
も
、
無
用
の
御
遠
慮
が
あ
る
や
う
で
す
。
最
初
か
ら
お
乳
も
お
腹
も

全
だ
し
に
し
て
踊
つ
た
と
い
ふ
こ
と
に
し
て
も
一
寸
も
さ
し
つ
か
へ
は
な
い
筈
だ
と
存
じ
ま
す
」

（
本
郷
千
駄
木
、
○
生
）（『
赤
い
鳥
』
第
三
巻
三
号
「
通
信
」
欄
）

す
ね

三
重
吉
の
回
答
「『
お
し
ま
ひ
に
は
、
お
乳
や
脛
も
全
だ
し
に
し
て
』
と
書
き
ま
し
た
の
も
、

考
慮
の
上
で
は
な
く
、
た
ま
�
�
私
の
そ
ゝ
つ
か
し
い
理
解
か
ら
『
お
し
ま
ひ
に
』
と
い
ふ
つ
も

り
で
讀
み
下
し
ま
し
た
の
で
す
。（
中
略
）
と
も
か
く
、
今
度
ま
と
め
て
本
に
す
る
つ
も
り
で
を

り
ま
す
か
ら
、
そ
の
時
に
は
、
す
つ
か
り
仰
せ
の
と
ほ
り
に
直
し
ま
す
。」（
同
「
通
信
」
欄
）

【
単
行
本
か
ら
『
少
年
文
学
集
』
へ
】

・
変
更
箇
所
の
数
が
か
な
り
減
っ
て
い
る
。
ル
ビ
の
訂
正
や
語
句
の
変
更
な
ど
、
細
か
い
訂
正
の

み
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
皇
室
へ
の
冒
涜
に
関
わ
り
そ
う
な
箇
所
を
中
心
に
伏
字
の
処
理
が

な
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
三
重
吉
は
校
正
を
重
ね
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

五

三
重
吉
に
よ
る
�
芸
術
作
品
�
化

三
重
吉
は
、『
古
事
記
物
語
』
を
口
語
訳
と
断
言
す
る
の
で
は
な
く
「
藝
術
的
作
品
」「
純
藝
術

品
」（『
古
事
記
物
語
』
上
巻
序
）
等
と
強
調
し
て
い
る
。
雑
誌
掲
載
時
の
、
読
者
投
稿
へ
の
回
答

（『
赤
い
鳥
』
第
四
巻
四
号
「
通
信
」
欄
）
で
は
、
投
稿
者
が
「
御
口
譯
」
と
繰
り
返
す
こ
と
に
対

し
、
三
重
吉
自
ら
「
先
か
ら
私
の
こ
の
童
話
に
對
し
て
、
古
事
記
の
『
口
譯
』
と
い
ふ
お
言
葉
が

出
て
を
り
ま
す
が
、
私
の
企
て
は
無
論
『
譯
』
で
は
な
く
、
そ
の
中
の
主
要
な
筋
の
再
話
で
す
」

と
、
あ
く
ま
で
も
口
語
訳
で
は
無
い
と
返
答
し
て
い
る
。
ま
た
「
表
現
上
の
品
位
、
又
は
前
後
と

の
文
章
的
調
和
を
保
つ
て
書
く
こ
と
」「
藝
術
的
に
も
、
緊
張
と
華
麗
と
を
備
へ
た
気
分
で
一
貫

し
た
物
語
を
書
く
こ
と
」
は
容
易
で
は
な
い
と
し
、
口
語
訳
と
し
て
書
い
て
い
な
い
こ
と
を
暗
に

主
張
し
て
も
い
る
。

単
行
本
発
刊
の
広
告
欄
で
は
、
近
刊
と
し
て
「
古
事
記
傳
説
全
部
の
純
藝
術
的
口
語
訳
」（『
赤

い
鳥
』
第
五
巻
五
号
）
と
宣
伝
し
、
発
刊
後
も
「
一
箇
獨
立
の
純
藝
術
品
と
し
て
書
き
上
げ
た
點

を
先
生
も
か
な
り
誇
り
と
し
て
ゐ
ら
れ
ま
す
」「
純
藝
術
の
著
作
」（『
赤
い
鳥
』
第
六
巻
第
一
号
）

と
謳
わ
れ
た
。
広
告
で
も
芸
術
品
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

児
童
文
学
研
究
者
の
続
橋
達
雄
は
「
厳
密
な
注
釈
作
業
、
現
代
語
訳
で
あ
る
の
を
拒
否
し
、
芸

術
的
立
場
か
ら
の
あ
る
程
度
自
由
な
再
話
あ
る
い
は
歴
史
物
語
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
」
と
的

図 2 『赤い鳥』4-1（大正元年 1月発行）「毒の
大熊」（日本歴史童話）（その七）より

歌謡は改行のある古訓のままの箇所と、地の文
に「 」で訳された箇所が混在する。

田中 千晶：『古事記』から『古事記物語』へ（９）



確
に
指
摘
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
『
古
事
記
』
を
芸
術
作
品
化
（
再
話
）
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
前
述
の
主
な
相
違
点
①
〜
⑥
の
例
の
よ
う
な
、
削
除
・
省
略
・
追
加
・
言
い
換
え
等

と
な
る
が
、
何
よ
り
も
「
註
解
や
直
譯
の
臭
味
」（『
古
事
記
物
語
』
上
巻
序
）
を
無
く
す
こ
と
に

力
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
註
解
の
た
め
に
藝
術
的
気
分
の
纏
ま
り
を
破
る
の

が
私
に
は
厭
で
た
ま
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。

一
方
で
「
と
か
く
與
へ
ら
れ
た
紙
面
へ
過
不
足
な
く
は
め
こ
む
た
め
に
、
一
旦
組
み
上
げ
た
後

で
、
苦
し
み
�
�
方
々
を
削
つ
た
り
し
ま
す
」
こ
と
か
ら
、
雑
誌
掲
載
時
に
は
行
数
、
字
数
を
合

わ
せ
る
た
め
に
相
当
手
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
三
重
吉
は
、『
三
體
古
事
記
』
の
俗
語
訳
を
元
に
し
、
少
年
少
女
向
け
に
表
現
に
細
心

の
注
意
を
払
い
つ
つ
も
、
註
解
や
直
訳
と
な
ら
な
い
よ
う
に
考
慮
し
、
さ
ら
に
雑
誌
の
紙
幅
（
お

よ
び
締
め
切
り
）
に
合
わ
せ
て
執
筆
し
た
。
単
行
本
化
に
当
た
っ
て
は
、
自
身
で
気
付
い
た
間
違

い
を
正
し
た
り
、
読
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
り
し
、
大
幅
に
校
正
し
た
。
一
部
の
副
題
を
変

え
、
話
数
を
追
加
も
し
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
『
少
年
文
学
集
』
へ
は
、
さ
ら
な
る
細
か
い
修
正

を
入
れ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

前
述
し
た
森
秀
人
は
、「（
三
重
吉
は
）
不
器
用
だ
か
ら
古
事
記
を
要
約
で
き
ず
、
の
め
り
込
ん

で
、
自
分
の
古
事
記
に
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
こ
の
作
品
の
成
功
し
た
原
因
だ
ろ
う
と
思
う
」
と

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
器
用
さ
ゆ
え
で
は
な
く
、
ま
た
、
要
約
す
る
つ
も
り
も
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。
三
重
吉
は
自
ら
の
表
現
上
の
美
学
、
独
特
の
芸
術
性
を
過
剰
に
追
及
す
る
こ

と
で
、『
古
事
記
』
に
手
を
入
れ
す
ぎ
、
あ
く
ま
で
も
再
話
と
し
て
の
『
古
事
記
物�

語�

』
と
い
う

作
品
に
仕
立
て
上
げ
た
の
で
あ
る
。

注１

二
〇
二
二
年
十
月
二
十
日
確
認

２

作
詞
家
、
詩
人
の
覚
和
歌
子
に
よ
る
。

３

雑
誌
で
は
全
十
五
話
だ
が
、
単
行
本
化
の
際
に
第
六
回
を
二
分
割
し
た
。
さ
ら
に
三
話
追
加
し
た
た

め
、
合
計
十
九
話
と
な
る
。

４

恩
田
逸
夫
「『
古
事
記
物
語
』
の
成
立
」
日
本
児
童
文
学
会
編
『
赤
い
鳥
研
究
』
小
峰
書
店

一
九
六

五
年
四
月

５

瀬
田
貞
二
「
解
説
」『
日
本
お
伽
集
一

神
話
・
伝
説
・
童
話
』
東
洋
文
庫
二
二
〇
（
平
凡
社

一
九

七
二
年
十
一
月

６

桑
原
三
郎
「
解
説
」
桑
原
三
郎
編
『
鈴
木
三
重
吉
集
』
日
本
児
童
文
学
大
系
一
〇

ほ
る
ぷ
出
版

一
九
七
八
年
十
一
月

７

森
秀
人
「
鈴
木
三
重
吉
『
古
事
記
物
語
』」『
正
論
』
一
九
九
三
・
二
四
五
号

一
九
九
三
年
一
月

８

恩
田
、
前
掲
論
文

９

省
か
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。『
海
の
お
宮
』
初
版
か
ら
十
二
版
ま
で
の
七
年
の
間
に
、
三
重
吉
は

『
赤
い
鳥
』
で
連
載
を
始
め
、『
古
事
記
物
語
』
を
刊
行
し
て
い
る
。

１０
「
古
事
記
物
語
」
現
代
日
本
文
学
全
集
三
十
三
『
少
年
文
学
集
』（
改
造
社
）
一
九
二
八
年
三
月
。

１１

佐
藤
宗
子
「
三
重
吉
と
「
赤
い
鳥
」、
そ
の
表
と
裏
」『
神
奈
川
近
代
文
学
館
』
六
三

一
九
九
九
年

一
月

１２

小
宮
豊
隆
「
三
重
吉
の
こ
と
」『
漱
石

寅
彦

三
重
吉
』
岩
波
書
店

一
九
四
二
年
一
月

１３

田
中
千
晶
「
鈴
木
三
重
吉
が
見
た
『
古
事
記
』
│
享
受
史
の
観
点
か
ら
│
」『
日
本
文
学
』
第
五
十
六

巻
二
号

二
〇
〇
七
年
二
月

１４
『
古
事
記
』
に
は
歌
謡
が
一
一
二
首
あ
る
が
、『
古
事
記
物
語
』
に
そ
の
ま
ま
の
歌
謡
（
訓
読
文
）
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
七
首
。
他
は
詩
の
よ
う
に
訳
さ
れ
た
り
、
地
の
文
で
文
章
と
し
て
訳
さ
れ

「
〜
〜
と
い
う
意
味
の
歌
を
謡
ひ
ま
し
た
」
と
さ
れ
た
り
、
歌
は
示
さ
ず
に
「
歌
に
謡
つ
て
」
等
と
書
か

れ
た
り
し
て
い
る
。
完
全
に
削
除
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。

１５
「
私
は
こ
の
物
語
を
、
一
種
の
藝
術
的
作
品
と
し
て
、
少
年
少
女
諸
君
へ
と
共
に
、
私
の
す
べ
て
の
讀

者
諸
君
に
捧
げ
る
」（
単
行
本
上
巻
「
序
」
冒
頭
）

「
與
へ
ら
れ
た
『
古
事
記
』
な
ぞ
の
話
出
を
出
来
る
限
り
追
従
し
、
し
か
も
全
體
の
上
に
註
解
や
直
譯

の
臭
味
の
少
し
も
な
い
、
一
箇
の
純
藝
術
品
と
し
て
表
現
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
事
實
に
於
て
、
か
な

り
苦
し
い
拘
束
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
上
巻
「
序
」）

「
私
の
一
種
の
藝
術
と
し
て
評
價
さ
れ
る
と
き
に
拂
は
る
べ
き
、
或
考
慮
と
に
（
上
巻
の
序
文
で
）
觸

れ
て
お
い
た
。」（
下
巻
「
序
」）

１６

続
橋
達
雄
「
鈴
木
三
重
吉
『
古
事
記
物
語
』
考
」『
野
洲
国
文
学
』
第
五
十
四
号

一
九
九
四
年
十
月

１７
『
赤
い
鳥
』
第
四
巻
四
号
「
通
信
」
欄

附
録
二

一
九
一
五
年
四
月

１８
『
赤
い
鳥
』
同
記
事

１９

森
、
前
掲
論
文
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From Kojiki to Kojiki Monogatari:

Suzuki Miekichi’s Transformation of the Kojiki into a Work of Art

TANAKA Chiaki

Abstract: Suzuki Miekichi’s Kojiki Monogatari (The Tale of Kojiki) was published in the Taisho period,

and even today it is well-known as an easy version of the Kojiki (Records of Ancient Matters) written for

children. Suzuki Miekichi did not translate the Kojiki into modern Japanese, but rather named his work Ko-

jiki Monogatari, considering it to be only a retelling. The work was serialized in a magazine, published as a

standalone book, and featured in Shonen bungaku-shu (Collected Works of Juvenile Literature). Miekichi

proofread and revised his work every time it was published. This study examines the process by which

Miekichi transformed the original Kojiki into a work of art, namely, the Kojiki Monogatari.

Key Words: Kojiki Monogatari (The Tale of Kojiki), Suzuki Miekichi

概要：鈴木三重吉『古事記物語』は大正時代に発行されて以来、現在でも“子ども向けに優しく書か
れた古事記”として著名な作品である。鈴木三重吉は『古事記』を現代語に訳したのではなく、あく
までも“再話”として『古事記物語』と名付けた。雑誌に連載し、単行本として出版し、さらに『少
年文学集』に掲載した。三重吉は刊行する際に必ず校正し、改訂している。もとの『古事記』から
『古事記物語』へと、三重吉が芸術作品化していった過程を検証する。

キーワード：古事記物語、鈴木三重吉

田中 千晶：『古事記』から『古事記物語』へ（１１）


